
①登山経験と身体データとの相関分析
②脳疲労と身体データとの相関分析
③血中コルチゾール濃度と身体データの相関分析
④脳疲労と血中コルチゾール濃度との相関分析

●登山（アクティビティ）の健康・ウェルビーイン
　グへの影響

方 法

結 果

人的資本分析における研究デザイン

モ
ニ
タ
ー
試
験

カテゴリ 使用するデータ 分析手法

「登山」の健康・ウェルビーイングへの影響の評価

●YAMAPアプリデータ「ユーザ
ー歴・居住地・年齢・性別・月
間獲得標高・月間登山回数
・月間獲得標高差」
●候補者選定のための事前デ
ータ「身体・生活習慣・ストレ
ス・既往歴・自覚症状・登山
に関する項目」
●被験者脳疲労度データ
●被験者身体データ
●被験者血中コルチゾール

●脳疲労マーカーアンケート
●登山前後の身体測定
●登山前後の血液検査
●統計的手法

●登山のストレス軽減効果に関する価値分析

方 法

●登山（アクティビティ）の社会的インパクトの
　算定

結 果

算
　出

登山（アクティビティ）の社会的インパクト評価

●官公庁統計「登山者数」
　（総務省）
●被験者血中コルチゾール
●国内一人当たりのストレスに
よる社会的損失値（先行研究）

●統計的手法

と
に
、登
山
の「
健
康
・ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」に
対
す

る
影
響
や
効
果
を
医
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
分

析
・
検
証
し
ま
し
た
。

　
登
山
実
証
実
験
の
参
加
者
を「
登
山
者
群
」、

「
非
登
山
者
群
」に
分
け
、普
段
の
登
山
が
及
ぼ
す
健

康
効
果
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、「
脳
疲
労
」の
低
い
グ

ル
ー
プ
に
は
登
山
者
群
が
多
い
傾
向
が
あ
り
、普
段

か
ら
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
運
動
で
は
と
れ
な
い
脳
疲

労
を
、標
高
5
0
0ｍ
以
上
の
山
で
月
1
回
以
上
の

登
山
習
慣
が
解
消
す
る
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。

　
更
に
、参
加
者
か
ら
採
取
し
た
血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
の
分
布
か
ら
年
間
経
済
効
果
を
概
算
し
た
結
果
、

1
人
あ
た
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
価
値（
＝
経
済
効
果
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
）は
年
間
約
6
万
円
と
算
定
さ
れ
ま
し

た
。2
0
2
1
年
の
日
本
全
体
で
の
登
山
者
数
は

8,
6
1
4
千
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、日
本
に
お
け
る

登
山
の
イ
ン
パ
ク
ト
価
値
に
は
、年
間
約
5,
1
6
7

億
円
の
効
果
が
あ
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル
は
、S
D
Gs
評

価
に
お
け
る
新
し
い〝
も
の
さ
し
〞に
よ
り
、地
域
企
業

の
様
々
な
非
財
務
デ
ー
タ
を
測
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
持

続
可
能
な
世
界
が
実
現
す
る
こ
と
」「
持
続
可
能
な
未

来
を
創
って
い
く
こ
と
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　
F
F
G
傘
下
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル
は

2
0
2
3
年
4
月
19
日
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ・
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス「
＋
T
A
P
」に
お
い
て
、国
内
ト
ッ
プ
シ
ェア

の
登
山
者
向
け
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
ヤ
マッ
プ
、九
州

大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
記
者
会
見
を

行
い
、協
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
人
と
自
然
の
ウ
ェル
ビ
ー

イ
ン
グ
ラ
ボ
〜
人
と
自
然
が
と
も
に
健
康
に
な
る
世

界
へ〜
」の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。　

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル

に
お
け
る「
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
非
財
務
）活

動
」評
価（
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1

弾
と
な
り
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
4
月
に
九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン

タ
ー（
主
幹：馬
奈
木
俊
介
セ
ン
タ
ー
長
）と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
組
成
、九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン

タ
ー
は
主
に
学
術
論
文
と
先
行
研
究
の
調
査
お
よ
び

評
価
・
分
析
実
務
を
担
当
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
全
体
運
営
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、評
価
書
の
作
成
を
担
い

ま
し
た
。

　
評
価
ス
コ
ー
プ
と
し
て
、〝
自
然
〞に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た「
自
然
資
本
分
析
」、〝
人
の
健
康
〞に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た「
人
的
資
本
分
析
」の
2
軸
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、登
山

の〝
自
然
と
健
康
〞への
影
響
を
評
価
し
ま
し
た
。

　「
自
然
資
本
分
析
」に
つ
い
て
は
、登
山
者
人
口
の

推
移
と
ヤ
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
と
の
因
果
関
係
を
分

析
し
、登
山
者
人
口
の
増
加
ま
た
は
維
持
に
対
す
る

ヤ
マ
ッ
プ
の
貢
献
度
を
検
証
し
ま
し
た
。ま
た
ヤ
マ
ッ

プ
の
植
林・山
道
整
備
と
いっ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

自
然
環
境
に
対
す
る
社
会
的
イ
ン

パ
ク
ト
の
算
出
を
図
り
ま
し
た
。

　「
人
的
資
本
分
析
」に
つ
い
て
は
、

登
山
ア
プ
リ「
Y
A
M
A
P
」ユ
ー

ザ
ー
他
計
46
名
に
よ
る
登
山
実
証

実
験
を
2
度
に
わ
た
って
行
い
、登

山
前
後
の
生
体
デ
ー
タ
を
取
得
、

既
存
の
学
術
論
文
や
デ
ー
タ
を
も

サステナブルスケール平田社長（福岡銀行常務執行役員）

左から平田社長、YAMAP春山社長、九州大学都市研究
センター馬奈木センター長

サステナブルスケール×
ヤマップ×九州大学による
共同記者会見を開催しました！

2023年4月の
記事はこちら
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②脳疲労と身体データとの相関分析
③血中コルチゾール濃度と身体データの相関分析
④脳疲労と血中コルチゾール濃度との相関分析

●登山（アクティビティ）の健康・ウェルビーイン
　グへの影響

方 法

結 果

人的資本分析における研究デザイン

モ
ニ
タ
ー
試
験

カテゴリ 使用するデータ 分析手法

「登山」の健康・ウェルビーイングへの影響の評価

●YAMAPアプリデータ「ユーザ
ー歴・居住地・年齢・性別・月
間獲得標高・月間登山回数
・月間獲得標高差」
●候補者選定のための事前デ
ータ「身体・生活習慣・ストレ
ス・既往歴・自覚症状・登山
に関する項目」
●被験者脳疲労度データ
●被験者身体データ
●被験者血中コルチゾール

●脳疲労マーカーアンケート
●登山前後の身体測定
●登山前後の血液検査
●統計的手法

●登山のストレス軽減効果に関する価値分析

方 法

●登山（アクティビティ）の社会的インパクトの
　算定

結 果

算
　出

登山（アクティビティ）の社会的インパクト評価

●官公庁統計「登山者数」
　（総務省）
●被験者血中コルチゾール
●国内一人当たりのストレスに
よる社会的損失値（先行研究）

●統計的手法

と
に
、登
山
の「
健
康
・ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」に
対
す

る
影
響
や
効
果
を
医
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
分

析
・
検
証
し
ま
し
た
。

　
登
山
実
証
実
験
の
参
加
者
を「
登
山
者
群
」、

「
非
登
山
者
群
」に
分
け
、普
段
の
登
山
が
及
ぼ
す
健

康
効
果
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、「
脳
疲
労
」の
低
い
グ

ル
ー
プ
に
は
登
山
者
群
が
多
い
傾
向
が
あ
り
、普
段

か
ら
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
運
動
で
は
と
れ
な
い
脳
疲

労
を
、標
高
5
0
0ｍ
以
上
の
山
で
月
1
回
以
上
の

登
山
習
慣
が
解
消
す
る
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。

　
更
に
、参
加
者
か
ら
採
取
し
た
血
中
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
の
分
布
か
ら
年
間
経
済
効
果
を
概
算
し
た
結
果
、

1
人
あ
た
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
価
値（
＝
経
済
効
果
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
）は
年
間
約
6
万
円
と
算
定
さ
れ
ま
し

た
。2
0
2
1
年
の
日
本
全
体
で
の
登
山
者
数
は

8,
6
1
4
千
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、日
本
に
お
け
る

登
山
の
イ
ン
パ
ク
ト
価
値
に
は
、年
間
約
5,
1
6
7

億
円
の
効
果
が
あ
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル
は
、S
D
Gs
評

価
に
お
け
る
新
し
い〝
も
の
さ
し
〞に
よ
り
、地
域
企
業

の
様
々
な
非
財
務
デ
ー
タ
を
測
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
持

続
可
能
な
世
界
が
実
現
す
る
こ
と
」「
持
続
可
能
な
未

来
を
創
って
い
く
こ
と
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　
F
F
G
傘
下
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル
は

2
0
2
3
年
4
月
19
日
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ・
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス「
＋
T
A
P
」に
お
い
て
、国
内
ト
ッ
プ
シ
ェア

の
登
山
者
向
け
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
ヤ
マッ
プ
、九
州

大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
記
者
会
見
を

行
い
、協
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
人
と
自
然
の
ウ
ェル
ビ
ー

イ
ン
グ
ラ
ボ
〜
人
と
自
然
が
と
も
に
健
康
に
な
る
世

界
へ〜
」の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。　

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル

に
お
け
る「
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
非
財
務
）活

動
」評
価（
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1

弾
と
な
り
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
4
月
に
九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン

タ
ー（
主
幹：馬
奈
木
俊
介
セ
ン
タ
ー
長
）と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
組
成
、九
州
大
学
都
市
研
究
セ
ン

タ
ー
は
主
に
学
術
論
文
と
先
行
研
究
の
調
査
お
よ
び

評
価
・
分
析
実
務
を
担
当
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
全
体
運
営
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、評
価
書
の
作
成
を
担
い

ま
し
た
。

　
評
価
ス
コ
ー
プ
と
し
て
、〝
自
然
〞に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た「
自
然
資
本
分
析
」、〝
人
の
健
康
〞に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た「
人
的
資
本
分
析
」の
2
軸
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、登
山

の〝
自
然
と
健
康
〞への
影
響
を
評
価
し
ま
し
た
。

　「
自
然
資
本
分
析
」に
つ
い
て
は
、登
山
者
人
口
の

推
移
と
ヤ
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
と
の
因
果
関
係
を
分

析
し
、登
山
者
人
口
の
増
加
ま
た
は
維
持
に
対
す
る

ヤ
マ
ッ
プ
の
貢
献
度
を
検
証
し
ま
し
た
。ま
た
ヤ
マ
ッ

プ
の
植
林・山
道
整
備
と
いっ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

自
然
環
境
に
対
す
る
社
会
的
イ
ン

パ
ク
ト
の
算
出
を
図
り
ま
し
た
。

　「
人
的
資
本
分
析
」に
つ
い
て
は
、

登
山
ア
プ
リ「
Y
A
M
A
P
」ユ
ー

ザ
ー
他
計
46
名
に
よ
る
登
山
実
証

実
験
を
2
度
に
わ
た
って
行
い
、登

山
前
後
の
生
体
デ
ー
タ
を
取
得
、

既
存
の
学
術
論
文
や
デ
ー
タ
を
も

サステナブルスケール平田社長（福岡銀行常務執行役員）

左から平田社長、YAMAP春山社長、九州大学都市研究
センター馬奈木センター長

サステナブルスケール×
ヤマップ×九州大学による
共同記者会見を開催しました！

2023年4月の
記事はこちら

SS information

29 FFG MONTHLY SURVEY Vol.155




